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研究成果の概要（和文）：この研究は、高等教育の市場化の中で中国の高等教育の財政構造の変化を明らかに
し、日本とアメリカとの異同を分析した。また大胆な試行を行われている中国の経験と教訓の日本への示唆を示
した。さらに、大学の財政支出・資源配置と教育アウトカムと結びつくことが重要であり、これを実現するため
にIRの機能の強化は必要ですると提言した。

研究成果の概要（英文）：This study clarified the change in the financial structure of higher 
education of China in the market of higher education, and analyzed the difference between Japan and 
the United States. It also suggested to the Japan of Chinese experience and lessons that have been 
made a daring attempt. In addition, it is important to connect the university's financial 
expenditure and resource allocation with education outcomes, and we suggest that the enhancement of 
IR functions is necessary to achieve this.
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１．研究開始当初の背景 

近年各国の高等教育は、量的拡大から質的

保証という転換とともに、市場化という強い

波にさらされている。高等教育の市場化は、

拡大・変化する社会の需要により密接に対応

し、より効率的に運営するとともに、さらに

資源を社会から多元的に獲得する必要性を

強めている。すなわち、高等教育の財政的戦

略が一層問われるようになっている。 

 

２．研究の目的 

日本・アメリカ･中国は、高等教育の量的

拡大から質的保証への転換という共通的な

課題に直面している。とりわけ高等教育財政

は、高等教育の量的拡大に伴う財政の逼迫に

より大きな転換を迫られている。本研究は、

日本と中国、さらにアメリカとの比較を視野

に入れた、実証的な分析によって、日本と中

国の高等教育の財政的な構造のありかたに

ついて、具体的な制度設計を含めた政策的提

言をすることを目的としてした。また、収集

した調査データや成果を広く研究者に公開

することによって、いっそうの研究の進展を

図ることをもう一つの目的とした。 

 

３．研究の方法 

高等教育の、市場化の中で直面する様々な

財政的な課題を中心に、下図に示す枠組みに

したがい３つの市場ごとに分析を行うと設

定した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

すなわち、政府と個別の大学、および学生

の三つのアクターの間に、それぞれかかわる

財政的な問題、さらに金融機関がその中で果

たした役割について、主に①政策文書・資料

の整理・分析、②マクロデータの分析、③現

地調査（インタビュー調査、アンケート調査）

を行い、日本と中国とアメリカのそれぞれの

特徴と問題を明らかにした。 

４．研究成果 

 以上の作業の結果として以下の点を明ら

かにした。 

（1）高等教育の市場化の中、日米中の大学

の財政構造に共通的な動きがあると同時に、

差異もあることを明らかにした。日米中とも

私立大学（中国の独立学院を含む）の収入の

大部分は学納金収入である。国公立大学でも

日米中とも授業料が高騰してきており、日米

中の国公立大学とも学納金に依存する体質

を強めている。他方、公的補助の割合は、日

米中の国公立大学とも減少を続けるという

点で共通の傾向となっている。日本では、大

学が学校債を発行し、一般のローンにより資

金を調達することはかなり限られているが、

アメリカや中国では一般的な資金調達方法

となっている。日米中の国公私立大学とも政

府からの研究資金や競争的資金などの外部資

金は増加し続けている。このことは大学間を

競争させることによって、質の向上を図ると

いう市場化政策の根幹をなすものである。日

本では、大学が学校債を発行し、一般のロー

ンにより資金を調達することはかなり限ら

れているが、アメリカや中国では一般的な資

金調達方法となっている。 

（2）個別大学における大学教育の改善の観

点から、財政支出・資源配置と教育アウトカ

ムとの関連について実証的分析が重要な課

題であり、またその中で IR は重要な役割を

果たすべきであることを示した。米国におい

て、大学のＩＲは 1960 年代から発展し、教

育改善・意思決定に不可欠な戦略立案を支援

する部門として、ＩＲ室が各高等教育機関に

常設されている。近年、日本と中国の大学に

おいても、ＩＲの必要性に対する認識が急速

に高まり、近年、ＩＲ組織の設立、実践への



取組も増えつつある。アメリカにおける IR

組織は大学の経営と教育質の保証に重要な

役割を果たしていることに対して、日本・中

国の IR 活動は教育の改善に機能し始めつつ

あるが、いかに大学の財政支出・資源配置と

教育アウトカをつなげるのが今後の課題で

ある。 
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